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実践論文を投稿するにあたって

寺島隆吉先生，美紀子先生，ご無沙汰しております。先生のご活躍は，配信されるメールにて存

じ上げておりました。最新のご著書『アメリカンドリームの終わり』もすぐに購入し，何度も拝読

いたしました。昨年４月の転勤後，先生から「新しい学校に慣れるために，学校の仕事に専念した

らどうか」とご助言をいただき，新しい勤務校の仕事に専念させていただいておりました。

さて，私は新しい勤務校で，新しい試みをしておりました。それは，タブレット端末を英語の授

業で取り入れる，ということです。岐阜市では全ての小中学校に８０台ずつタブレット端末が配備

されましたが，昨年度はそのタブレット端末は倉庫に置いてあり，数名の教師が数回使用するにと

どまっていました。今年度は新校長先生が技術科であり，ICT 機器の使用を推進される立場である

ことから，どんどん授業で使うようにと言われておりました。私は２０２０年度より大学入試が変

わり，英語の試験が CBT 方式になることや，音声のみしか撮ることができないボイスレコーダーよ

りも，映像も撮ることができるタブレット端末に興味を持っていました。そこで，空き教室をタブ

レット端末専用の教室として整備していただけるようお願いし，校長先生の快諾を得て，常時４０

台のタブレット端末を使うことができるようになりました。

９月より，その教室で私が受け持つ全ての学級の英語の授業を行いました。そして，タブレット

端末を使用した授業を実践しました。私は１０月に岐阜市の教育研究会の公開授業があり，タブレ

ット端末を用いた授業を公開しました。また様々な授業の成果を年末の実践記録としてレポートに

まとめ，提出しました（先日その実践が受賞し，表彰式に出席してきました）。また，１月下旬には

富士通が１５人ほどのスタッフを連れて，私の授業とインタビュー，教育委員会の担当者と本校の

校長先生のインタビューを取材にきました。授業の様子やインタビューは，今後富士通のタブレッ

ト端末の宣伝に用いられ，インターネット上で公開される，とのことでした。

また本校では，ベネッセのタブレット端末を用いた学習教材を試験的に２年生全員が家庭学習で

使用しています。全国でも２校しか導入しておらず，年度当初に保護者に説明がありました。タブ

レット端末に入っている教材を用いて，学力を向上させるプロジェクトが展開され，ひとりひとり

の学習時間，正解率や繰返し学習を行ったかどうかまでもが企業に送信され，データとして蓄積さ

れます。２年生は来年度の３年生でも続けてベネッセのタブレット端末学習を継続することになっ

ているようです。

私は教育界への大手企業の参入を，ひしひしと感じています。一度，県や市町村と契約を結べば，

莫大な売上が企業に入ります。その手助けを，私たち（公立学校の）教職員や生徒が無償で行って

いるのが現実です（お金をもらってしまったら癒着になってしまいますが）。教育の改革は経済界を

活発にするためのものであって，実際に教育活動そのものが成果をあげているかと言えば，ほぼ実

感することができません。むしろ，授業準備に時間が余計にかかるようになり，授業そのものの効

率も低下します。生徒たちからも，「楽しい」という感想はありますが，実際に成績が上がったとか

理解度が深まったという感想はほとんどありません。日本の教育は，お金をかけるべきところがズ

レていると感じます。

では，研究会委員の皆様の，今後のご活躍や実践のご報告を楽しみにしております。寺島隆吉先

生，美紀子先生，まだまだ寒いですのでお体にお気を付けください。

追伸：私の実践の記事と動画は，下の『富士通タブレット導入事例』に掲載されています。

http://www.fmworld.net/biz/fmv/solution/tablet/case17.html
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ICT(タブレット端末)を用いた，主体的・対話的な学びの実践
～英語授業における様々な活用を模索して～

岐阜市立岐阜西中学校 教諭 後藤 幸子

岐阜市では昨年度（2016 年），「ICT（情報通信技術）を活用して，子どもたちがより楽しく，分かり

やすく学べる環境を整える」として，全ての市立小中学校と特別支援学校にタブレット端末を配備し，

生徒の主体的な学びを後押しする試みを行った。生徒 3 ～ 4 人に 1 台のタブレット端末の使用が可能と

なり，全国 43 の中核市で唯一国の指針を上回った。さらに，2020 年には大学入試改革があり，CBT

（Computer Based Testing）方式の試験が予定され，タブレット端末の使用に慣れておくことは，生徒た

ちの近い将来に必要な学びのひとつであると考える。

また，英語授業では会話活動の場面が多いが，客観的に自分たちの会話を俯瞰することがいかに大切

であるか。まさに ICT の活用は，生徒に確かな学力を付けることができる助力となり得ると考えてい

る。しかし，特にタブレット端末を有効利用した実践は少なく，「確実に学力を付ける手段」だといえ

る確証はない。それならば，自分で模索して最大の利用価値を見つけたいと考え，研究に至った。

主題設定の理由と仮説

主題設定の理由

今年度，私がタブレット端末を用いた研究を行

いたいと考えた理由は，以下の 3つである。

(1)理由1 日常の英語授業から改革をする

（2020年大学入試制度の改革と，2018年高等学校

入学者選抜制度の変更を受けて）

今や大学の進学率は，男子 54.0 ％，女子は短

期大学への進学率を合わせると 55.2 ％（図1）で

あり，年々増加傾向にある。大学入試改革を行う

理由は，若者の学力の低下，生産年齢人口の急減，

グローバル化への対応であると言われている。こ

の新しい大学入試で求められる英語の力は，これ

までの「聞く」「書く」「読む」の PBT（Paper Based

Testing 紙での試験実施）による 3技能から，「話

す」を加えた 4 技能となる。そこで，高等学校の

英語教育も特に「話す」技能を入れた 4 技能での

指導と評価がさらに重要になると考えられ，実際

に岐阜県の公立高等学校でもその対応の準備を始

めている。今後は，高等学校だけでなく，中学校

の英語教育においても「4 技能の育成」について

新たな取り組みを行うべき時代となったと言える

のではないか。また，その新たな大学入試制度に

おいて，英語（外国語）のテストには「話す」技

能を測るために，民間による試験

を年に 2回行い，その合計点で評価されると聞い

（図1 「学校種類別進学率の推移」:男女共同参画白書 平成

26年版，第5章 教育・研究における男女共同参画より)

ている。その時に受験生が使用するのが，CBT

（Computer Based Testing）方式，いわゆるコンピ

ュータやタブレット端末などを利用して実施する

試験方式のことで，受験者はコンピュータに表示

された試験問題に対して，マウスやキーボードを

用いて解答する方途である。当然，機器操作だけ

でなく，録音や録画などの利点や欠点を知ってお

けば，試験直前でうろたえることもなく，実力を

発揮できることは言うまでもない。

さらに来年(2018 年)度より，岐阜県の高等学

校の入学者選抜制度も変更となる。そのため，英
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語の実力を確実に付けなければならない。これま

でと同じスタイルの授業を続けるのではなく，こ

の変革の波に乗り，日常の英語授業から大きな改

革が求められているのではないか，と思われる。

「 ICT を用いた授業を行いたいと思った。」と

いうのも，英語の授業において ICT 機器の使用

は，全ての教科の中でも英語学習に一番効果的で

あると考えているからである。英語学習には「聞

く」「話す」活動が多く，録音や録画をすること

で，より実践的で深い学びができるはずであり，

タブレット端末を駆使するならば，さらなる学習

効果を求められると考えた。

(2)理由2 第2アゴラの設営で，タブレット端末

の使用が便利になった

岐阜市では，昨年度（2016 年）全ての市立小

中学校と特別支援学校にタブレット端末が配備さ

れた。

本校でも昨年度中に，タブレット端末 80台を，

授業などで自由に使用できる専用スペース「アゴ

ラ」が整備された。しかし，昨年度はタブレット

端末は倉庫に据え置かれ，授業で気軽に使用しづ

らい状況であった。そこで，北舎 3 階空き教室を

第 2 アゴラとして新たに設営し，タブレット端末

を常時 40台備え付けることを提案した。すると，

校長先生の快諾を得て，夏期休業中に職員作業と

して第 1 アゴラに 40 台，新設営の第 2 アゴラに

も 40 台をそれぞれ配置することになり，実現に

至った。この設営こそが，タブレット端末の常時

利用を可能にし，英語授業での利用計画を本格的

に始動させることにつながったのである。

(3)本研究へと突き動かしたもの

私は過去 9 年間，電子黒板やデジタル教科書，

書画カメラ，プロジェクターなどを授業で使用し，

効果的な学習についての工夫を積み重ねてきた。

これらの ICT は比較的扱いが簡単で，さほど準

備も必要ではない。それに授業で使用することで

視覚的，聴覚的に有効な活用ができた。しかし，

タブレット端末は生徒一人一人が使用するため，

教師だけが的確に扱うことができればいいという

ものではない。さらに以下のような不安な要素も

あった。

・まずは自分が機器を十分に扱えるようになる必

要がある。また，授業で生徒全員が使用すると

き，扱いの支援が教師一人の対応では不安があ

る。（ICT活用支援）

・動作の不具合にも対応することができなければ

ならないし，壊れた場合の修理費用はどうする

のか。（機器トラブル）

・生徒が使用するとなると，情報モラル教育だけ

なく，使用のルールについての指導をする必要

がある。（情報モラル，使用ルールの考案）

・タブレットにある OS は，日常使用している業

務用パソコンとの併用が可能なのか。また，相

違があれば使用しづらいのではないか。（具体

的な活用）

・ICT 機器がなくても授業は成立し，これまでも

特に困ったことがない。（ICT機器未体験）

・タブレットを使用して，学習効果は上がるのだ

ろうか。（ICT機器の活用イメージがない）

しかし，これらの不安要素は，思い切ってタブ

レットを手にとって使用することから始めるしか

なかった。そして，「これまで確かな結果を残し

た研究がまだ少ないのであれば，自分がやってみ

るしかない。英語の授業においてタブレット端末

を活用し，自分でその学習効果を確かめたい。」

という思いが，本研究へと私を突き動かした。

(4)仮説の設定

上記の理由から，以下のように設定した。

仮説

ICT機器，特にタブレット端末を英語授業時

で様々な活用をすれば，主体的で対話的な活動

を行うことができ，一層学力をつけることがで

きるであろう。

私自身が，英語の活動でアクティブラーニング

（生徒同士での主体的・対話的な学びを授業の中

に組み入れ，より深い思考や理解の実現を目指す

授業改革）を継続して研究していることもあり，

仮説中の「主体的で対話的」については，当然中

心とすべき点とした。タブレット端末の使用によ
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ってこれまでとは違った活動を仕組むことができ

るため，これまでよりも無理なく学力を高める方

途が見つかるのではないか，という期待をもった。

(5)研究方法

以下の 2点において実証する。

実践① タブレット端末利用のための導入指導

実践② 英語授業における様々な利用

・本文の音読練習

・通常授業での会話練習

・公開授業（2017年10月24日）での会話活動

・参観授業（2017年11月11日）での会話活動

研究実践①タブレット端末利用のための導入授業

１.タブレット端末の基本操作等の指導

生徒の全員が家庭でス

マートフォンやパソコン

を普段から使用している

訳ではないので，中には

タブレット端末の使用に

不安を感じる生徒がいる

（図2 保管庫） はずである。また使い始

めのうちは，タブレット

端末の使用のルールを理

解せず，生徒指導上の困

難が増えるかもしれない

（図3 使用番号対応表） という懸念があったが，

実際に使用し始めると，

そのようなトラブルは無

かった。

(1)タブレット端末設営

3 階の空き教室が第 2

アゴラとなり，40 台の

タブレット端末が設置さ

（図4 保管庫内部） れた。保管庫 5 台に各 8

機ずつ入っている（図2）。

41 番～ 80 番までのタブ

レット端末を生徒は出席

番号で使用する。その対

応表を正面の壁と保管庫

の上部に示した（図3）。

（図5 混雑の様子）

(2)タブレット端末使用の指導

①使用前後の指導

タブレット端末を一人一人が自分の席まで持っ

て行く時と，片付けをする時に混雑する（図4），（図

5）。だからといって乱暴な扱いをさせないために，

必要以上に急がせることはしなかった。特に片付

けでは，長いコードを各棚に入れて，絡まないよ

うにさせた。また，充電灯が手前を向くように入

れさせると，電源コードが抜けていないかどうか

を確認でき，見た目にもすっきりとさせることが

できた。

②情報モラル教育など

全員が授業に集中しているかどうかだけでな

く，タブレット端末の使用でトラブルになってい

ないかを即座に確認するために，使用中の全端末

を一斉にテレビモニター画面に常に投影した（図

6）。もちろん，教師の分からないところでの不適

切な使用を未然に防ぐ理

由も併せての画面表示で

ある。実際に勝手なサイ

トへ入ったり，活動以外

の使用をする生徒はいな

かった。

この画面表示をするこ

（図6 全端末の画面を とが不適切な使用の抑止

テレビモニターに表示） 力となっている可能性が

高いので，今後も続けていきたい。

③不具合への対応

実際にタブレット端末を使用していて，起動で

きない，画面が思うように動かない，どこかを触

った拍子に画面が変わってしまった，元の画面に

戻れない，分からない表示が出てきた，などの様

々な問題への対応に追われた。机間を素早く巡回
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し，手には常にタブレット端末用のペンを持ち，

瞬時に対応しなければ英語そのものの活動に支障

をきたしてしまう。使用当初は私自身がすぐに対

応できない画面になっていることがあり，元に戻

すのに時間がかかりそうな場合は，生徒に使用し

ていないタブレット端末を代わりに使用させた。

こうして授業時間内に私自身が操作できなかった

タブレット端末は，空き時間に対応したり，校内

の情報主任に相談をしたりした。日々このような

作業を重ねるうちに，多くのトラブルシューティ

ングができるようになった。

④その他の利用ルール

使用前後にはタブレット端末に破損はないかを

生徒に確認させることや，使用中に破損箇所がで

きれば，即座に教師に伝えることも指導をした。

実際にタブレットのペン先のシリコンが抜けて無

くなったり，側面にあるイヤホンヘッドや充電の

差し込み口のプラスチック製の蓋は取れやすい。

タブレット端末は全学級が出席番号で使用するた

め，誰がいつ使用していたのかが明白であること

もあり，生徒たちは比較的素直に破損の報告をし

てくれた。

⑤使用頻度の多いカメラや動画撮影に慣れる

英語の授業で使用させる場合，カメラや動画撮

影機能の使用頻度が高くなることは予想された。

しかし，それらの撮り方は，慣れないとなかなか

難しい。理由は以下のような点にある。

＜カメラ機能＞

・タブレット端末が意

外に重く，両手でしっ

（図7 タブレット端末で かりと持たないとブレ

動画を撮影している様子) やすい。

・シャッターのボタンは通常のカメラと違って画

面内にあるので押しづらい。

・スマートフォンにあるような，画面を 2 本の指

で対角線を描くように広げると，画面が拡大で

きるような機能がない。画面に入れたいように

撮影者が動かなければならない。

＜動画撮影機能＞

・カメラ機能同様，拡大や

縮小ができない。

・音声が入りづらく，通常

より大きな声を出すか，

撮影者がかなり近づかな （図9 有線）

いと，十分な音量をとることができない（図8）。

・特に動画の再生機能で不具合が多い（長い時間

撮影しても，再生が最初の 1秒しかできない）。

そのため，撮影したらすぐにで動画を確認する

必要がある。その不具合はタブレット端末を再

起動させても直らない。しばらく電源を切って

おかないと復活しない。

・動画はタブレット端末内のハードディスクに保

存される。学校の共有フォルダーに保存するに

は，30 秒以内の動画しかできない。保存する

のに時間がかかり，生徒が一斉にハードディス

クにアクセスすると，フリーズしてしまう。

・写真なら生徒の手元のタブレット端末からテレ

ビモニターに無線で画像を映し出すことができ

るが，動画は容量が大きく，テレビモニターと

有線でつながないと，映し出せない。またその

ケーブルは特殊な接続部分を持つものを購入し

なければならなかった（図9）。ケーブルでタブ

レット端末とテレビモニターをつないで画像を

映し出すまでにも，時間がかかる。いくつもの

タブレット端末につないでたくさんの動画を見

せようとすると，時間が間延びしてしまう。

以上のような点は，生徒に活動をさせる度に徐

々に分かってきたことである。このような経験か

ら，生徒の活動時間にロスタイムが出ないように

指示を与えることができるようになった。

予想していた以上に，タブレット端末の使用時

にはトラブルや使用制限があった。このような点

は，使い慣れてきたからこそ，出てきたものであ

り，慣れてしまえばその点をふまえて授業の計画

をすることができる。しかし，この機能の限界や

不具合の部分だけを聞くと，タブレット端末を利

用したいと思う教師の意欲を削いでしまうのでは

ないか，と思われた。
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研究実践②英語授業における様々な利用
（岐阜市教科研究会での授業実践と，11月11日参観授業の実践を含む）

１. 英語の授業における様々な活用

(1)本文の音読における利用

（図10 生活班でリズム読みをしている動画）

本文を声に出して音読する練習は大切な基本練

習のひとつである。音読をさせる際のポイントは，

強弱である。音声については寺島メソッドの「リ

ズム読み」という手法で指導し，個人よりも生活

班を基本としたグループ活動としている（図10）。

「強」の部分でペンをたたくのであるが，間合い

や個人差を加味すると，よほど何度も練習をしな

いと，ペンの音が班でピタッと合わない。何度も

練習し，教え合っているうちに，本文を自然に覚

えることができ，自分や仲間の声を聞くことで，

リスニングの力も身に付けられる。しかし，班で

の「リズム読み」が，全員が正しくできているか

を客観的にチェックすることは難しい。そのため，

各班の「リズム読み」を動画で撮影してテレビモ

ニターで自由に見られるようにしたり，他の班と

比べられるようにしたりした。そうすることで，

自分たちの課題が見えやすくなった。

(2)会話練習における利点

会話の練習におけるタブレット端末の使用の利

点は以下のようであると考える。

・はじめに仲間の会話を動画で見ることで，活動

内容を理解しやすくなる。

・自分たちの会話を見ることで，適切に英語を使

用することができているか，声の大きさ，表情

までも客観的に振り返ることができる。

・ただ会話するだけでなく，カメラがまわること

で緊張感が増し，会話の最後までやりきろうと

する。

・仲間の会話を目指し，さらに自分たちなりの工

夫を加えようと努力する。撮影時間に制限をす

ると，一層アイデアを時間内に盛り込もうと，

協力する体制が強化される。

・英語の台詞を覚えようとする試みが，英語の実

力をつける。

①制限時間一杯，テーマのある会話を続ける活動

授業の導入の

場面で，「1 分間

テーマのある会

話を続ける活動」

を，単元の帯活

（図11 会話の様子①） 動として行った

（図11）。初めの

うちは会話が続

かなかった。そ

こで仲間の様子

を見せると(図

12)，質問や応答

（図12 有線でつないで見せる） のバリエーショ

ンが増え，会話の内容の深め方（どのような質問

をするとよいのか）などの参考となった。回数を

重ねると，生徒が「もう 1 分経ったの？」と尋ね

るなど，時間を短く感じるようになっただけでな

く，会話で得た情報から，仲間の新たな一面を発

見したような感動もあった。

②教科書のモデル対話を応用して会話する

（図13 会話の様子②）
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本文を応用して，自分たちでスキットを考えて

発表させることは，これまでの指導でもあったが，

撮影をさせると，スキットの最初に挨拶を入れた

り，2 人以上の設定が増えたりした(図13)。これ

までは単に会話をして発表していただけだが，画

面の構成を考えたり，班員全員に役割を分担した

りしていた。学力の高い生徒だけが考えている，

という雰囲気はなく，全員で活動できていた。

(3)文法の定着：無料英語学習サイトの利用

生徒の多くはゲームが好きで，学習の形態にも

ゲーム的な要素を取り入れることで，学習意欲を

上げることができる。実

際に『無料学習サイト：

ネットレ』を利用させる

と，「またやりたい」と言

い，教え合って問題に取

（図14 教え合いながら り組む姿も多数見られた

問題に取り組む様子） （図14）。中には，教科

書を片手に問題を解く生

徒や，間違えた問題をノ

ートに記録する生徒もい

た（図15）。自分のペース

でどんどん学習できるス

（図15 問題を教科書で タイルは，生徒の意欲を

調べて解答する様子） 自然にかき立てた。

公開授業より（岐阜市教科研究会10月24日）

第 3 回岐阜市教科研究会において，1 年生（単

元名 Lesson 6 My Family）における公開授業を行

った。授業内容はもちろんタブレット端末を用い

た活動をメインとして取り入れた。（添付ファイル

①）

＜本時の課題＞

クラスメートについて詳しく紹介できるよ

うに，たくさん質問をしよう。

(1)当日までの指導

会話の相手にテーマを決め，疑問詞を用いて質

問をすることに慣れるため，付箋を用いて，質問

をしたときの相手の答えを予想して，次々に質疑

応答を繰り替えすシミュレーションを行った。班

の仲間と，どんな質問が出来そうかを一緒に考え

ることで，英語が苦手な生徒にも質問の作り方や

会話の手順が分かりやすい。カメラがまわる前の

このようなトレーニングは有効であった（図16）。

(2)本時の活動のモデル動画を見せる

会話活動の要点や役割分担，時間の長さ感覚な

どを教師によるモデル動画を見せてイメージさ

せ，本時のめざす姿をつかませた。また３人称単

数現在形の確認も行

い，文法の理解を深

めさせた（図17）。

(3)会話活動Ⅰ

・会話の制限（タイ

（図16 付箋に質問を書いた マー 90秒間× 2）

た班の画用紙） ・2 ペアのうち 1 ペ

アが交代で会話す

る（図18）。

(4)動画を学習班で俯

瞰する

（図17 教師によるモデル ・相手の応答に対し

対話の様子） て他の質問の可能

性を探る（図19）。

・2 つ目，3 つ目へと

内容をつなぐ質問

を考える。

（図18 会話活動の様子） ・3人称単数現在形

に正しく変換でき

ていたか。

生徒の動画を 2つピ

ックアップし，直接

ケーブルでタブレッ

（図19 撮影した動画を見 ト端末とモニターを

合い，俯瞰する様子） つなぎ，一斉に俯瞰

できるようにした。また机間指導で会話内容を価

値づけ，次の会話での課題について助言をした。

(5)会話活動Ⅱ

・会話の制限（タイマー 90 秒間× 2）

・まだ会話をしていないペアが同じ活動を行い，

撮影後は同じように学習班で俯瞰する。最初の

ペアの振り返りが効果的に機能している部分は

あったか。
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仲間の動画を参考にできたことで，会話の続け方

を見直すことができ，さらに次の撮影への意欲が

増した。会話をしていない仲間が，会話のアドバ

イスをする姿があった。

(6)動画を撮影する際に留意したこと

タブレット端末で動画を撮影するとき，音声が

入りづらいため，極力生徒に私語をさせないだけ

でなく，なるべく隣の撮影班と離れるように指示

をしている。普段から第 2 アゴラだけでなく，教

室外廊下も使用して撮影をしている。今回は公開

授業ということもあり，いつもより教室内の人数

が増える。そのため，第 2 アゴラの向かいの図書

室と，対象学級の教室も撮影場所とした。ただし

あまりにも広範囲の活動は，移動時間のロスタイ

ムになり，一斉指導も入らないため，配慮した。

またタブレット端末の不具合に対応するため

に，予備のタブレット端末をすぐに使用できるよ

うに，ログオンさせた状態で準備しておいた。

公開授業でさらに動画撮影もあり，生徒の会話

をする表情にいつも以上の緊張感があった。しか

し，冷静に自分たちの会話を俯瞰し，「こんな質

問もできたね。」と，会話の内容を深める話し合

いができていた。

参観授業より（11月11日土曜参観授業）

11 月 11 日土曜参観授業において，1 年生（単

元名 Lesson 6 My Family）における参観授業を行

った。保護者の方々にも，タブレット端末を用い

た授業で，いつもとは違う子どもの姿を見ていた

だきたいと思ったからである。その授業のメイン

活動はもちろんタブレット端末を用いた会話活動

とした。

(1)ALTの動画撮影

ALT に前もってタブレット端末で 1 分ほどの

動画を撮らせてもらった。内容は，「①班員の名

前を言うこと，②みんなが好きなことは何かとう

質問，③それらを動画で撮影してほしい」という

ものである。ALT に 30 秒以内で録画をお願いし

たが，声が小さかったり，表情が乏しかったりし

たので，何度も撮り直しをしてもらった。大人の

ALT ですら 1 回で収録できず，何度も撮影をし

てもらうことで，いかに動画で撮ることが難しい

かを実感した（図20）。

(2)活動内容と生徒の取組の様子

生徒の撮影時間は 30 秒以内とした。どのよう

に班員全員が話し，30 秒に収めるかが話し合い

の焦点となっていた。必ず全員が画面に映るには，

撮影者が自然に交代しなければならない。またど

んな内容を話すのか，ということも大切で，相手

は ALT だということもあり，いつも音読練習し

ている強弱だけでなく，表情も大切にしようと考

えていた。

（図20 生徒に質問を投げかけるALT）

(3)保護者の反応や感想

保護者の方々は生徒のすぐ脇に立たれ，生徒た

ちの案に「なるほど。」と，うなずきながら聞い

ておられたり，また撮影が始まると，何度も工夫

して撮る姿や，恥ずかしがって笑ってしまう姿な

どに微笑まれたりしていた。授業後には，「今の

子たちはいいですね。こんなに楽しくて実践的な

会話練習をさせてもらえるのですね。」，「子ども

たちはいろいろと案を出して，一生懸命やってい

ましたね。うちの

子は英語が苦手な

のに，撮影される

から必死に覚えて

いる姿が，すごく

印象的でした。」
（写真18 撮影した動画の様子） などの感想をいた

だくことができた。

ALT からの投げかけに動画で答える活動は，

目的がはっきりとしていて，スムーズに考えて撮

影に入ることができただけでなく，班員と協力し

なければならない必然性もあった。
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研究の成果と課題（生徒によるアンケート結果を含む）

１. 授業実践より

(1)公開授業より（岐阜市教科研究会10月25日）

＜参観された先生方のご意見＞

・タブレット端末の良さは，やはり個人の英語の

エラーに気付くことができることである。

・タブレット端末を前にしているが，落ち着いて

話すことができている。

・タブレット端末の画面に入るようにと，2 人が

自然と近づいて会話していた。

・自分たちの会話の成長を見ることができてい

た。

・別のペアに画面を見せて伝えていた。

・小学校ではタブレット端末を使うときは，自撮

りがメインである。そして，自分の姿を見るこ

とに利用している。

・人間関係を深めている感じがした。

＜ご指導より＞

・タブレット端末使用の公開授業はチャレンジだ

った。生徒が必ずできると信じ，怖じけずに使

用できた。

・自分の姿を自分で振り返ることができる。

・当日参加校（中学校 4 校，小学校 14 校）のう

ち，タブレット端末を（常時）使用している学

校は（挙手してもらうと），岐阜西中学校以外

に，わずか 1校（小学校）のみであった。

２. 生徒に行ったアンケートの検証より

本実験より，詳細に考察を行うために生徒にア

ンケートを採り，検証を試みた。

(1)アンケートの実施（2017年12月4日）

被験者 1年生生徒 130人 / 137人（欠席 7人）

1組 35人（欠席者 2人）

3組 34人（欠席者 2人）

4組 34人（欠席者２人）

5組 34人

※欠席者は数値 0 で入力してあり，結果は最小

値となっている。

(2)アンケート10項目

① タブレットを使う授業は楽しい。（個人の感想）

② タブレットの使い方は理解できている。

（基本操作の理解）

③ タブレットを使う授業は将来役に立つ。（生涯学習性）

④ タブレットを使うと，英語の授業の役に立つ。

（補助教材としての活用）

⑤ タブレットを使うと，英語をよく覚えられたり，

いつもより理解しやすい。（学力支援）

⑥ タブレットを使う授業では仲間と協力して活動

できた。（共有，協働学習）

⑦ タブレットで録画するとき，内容の良い会話に

しようと仲間と工夫した。（表現力向上，協働学習）

⑧ タブレットで，上手に撮影するために仲間とアイ

デアを出しながら工夫した。（機器活用，協働学習）

⑨ タブレットで自分たちの姿を見て，どこを直すよ

いかがよく分かった。（思考の練り上げ）

⑩ 他の教科でも，もっとタブレットを使って学習

できるとよい。（広汎な活用）

※以上それぞれ，5（とてもそう思う）4（そう思う）2（そう思

わない）1（全くそう思わない），で解答をしてもらった。

(3)個人満足度の結果

1組4.27 3組4.27 4組4.37 5組4.47

個人最高値５，最低値2.7（欠席者の0値を除く）

上記のように，個人の満足度は高い結果と言え

る。また，学級による差も少ないと考える。

(4)項目別満足度の結果

全 10項目を人数で表した（添付資料②）。

（表1 10項目の個人満足度の人数一覧）

さらに順位をつけた表が下である（添付資料③）。
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（表2 個人満足度の項目順位）

特にタブレット端末使用の成果として，1位～ 6

位の結果に注目したい。

1位 タブレットの使い方が理解できた。

簡単な操作方法を知り，またタブレット端末の

可能性などを身につけておくことで，2020 年の

大学入試改革において ICTの機器を用いた試験

にも柔軟に対応できるものと考える。

2位 タブレットを使う授業では仲間と協力し

て活動できた。

協働学習ができている証拠である。仲間とアイ

デアや工夫を出し合い，共有の知的財産となった。

3位 タブレットで自分たちの姿を見て，どこ

を直すよいかがよく分かった。

自分たちの活動の姿を見たり，見本とする映像

と比較するなど，客観的に俯瞰することで，自分

の良さを知ると同時に，課題をも明確になった。

また，仲間の姿と比べたり，仲間から助言を受け

ることで，より良い姿を目指すことができた。そ

して以前の自分の姿と比較することで，自分の成

長を感じることができた。

4位 タブレットで録画するとき，内容の良い

会話にしようと仲間と工夫した。

表現力をさらに高めようと，仲間と協働して主

体的・対話的，いわゆるアクティブラーニングが

できている証拠である。

5位 タブレットを使う授業は楽しい。

生徒がいかに興味関心をもって授業に臨んでい

るかがよくわかる。これがタブレット端末を使用

して授業を行うことの効果へのつながると思われ

る。タブレット端末を使用しなくても確かに活動

をさせることはできるが，一層楽しく，効果的に

行うことができるのは，タブレット端末使用のお

かげである。

6位 タブレットで，上手に撮影するために仲

間とアイデアを出しながら工夫した。

現在使用しているタブレット端末の機能には限

界があるが，機器の活用について仲間と知恵を出

し合い，一層効果的な画像や映像を撮るために，

協働していることが分かる。

以下，7位～ 10位の結果である。

7位 他の教科でも学習できるとよい

8位 タブレットを使う授業は，将来役に立つ。

9位 タブレットを使うと，英語の授業の役に立つ。

10位タブレットを使うと，英語をよく覚えられ

たり，いつもより理解しやすい。

一方で，「9 位タブレットを使うと，英語の授業

の役に立つ。（4.2）」は，「1 位タブレットの使い

方は理解できている。（4.7）」とわずか 0.5 ポイン

ト差であることから，やはり英語の授業における

タブレット端末の利用価値は高いと結果づけるこ

とができる。

また，「10 位タブレットを使うと，英語をよく

覚えられたり，いつもより理解しやすい。（3.6）」

という結果からは，タブレット端末を使用しない

通常授業もやはり英語の理解には重要であること

や，タブレット端末の利用は理解したことを応用

するための活動として使用することが望ましい，

ということであると解釈する。

(5)生徒の意見（筆記部分より）

以下は，生徒が 10 の項目以外に書いた意見を

まとめた。（添付資料④）

（表３ 生徒の「利点」の意見をまとめたもの）

・利点では，「すぐに会話を確認できる，自分の

姿が分かる（64 人）」，「楽しい（30 人）教え合

える，交流できる ，協力できる（27人）」，「実

践的な会話の練習になる，実力がつく（19人）」，
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とあり，生徒が楽しみ，それでいて実益も感じな

がら活動することができていたことが分かる。

（表4 生徒の「欠点」の意見をまとめたもの）

・欠点では，「ふざける人や使い方のルール違反

がいる（14 人）」，「不具合がある，不具合で時

間が無駄になる（10 人）」，「英語を書く力がつ

かない（書いて覚える時間が減る）（8 人）」，

普段の授業の方が分かりやすい（8 人）」，とな

った。どうしてもタブレット端末を用いる授業は

通常の授業よりも気分が上がりやすい。使い方の

ルール違反とは，教師の指示にすぐに従わないこ

とを言っている。また，不具合が生じることが多

く，録画を再生できないタブレット端末はその授

業時間内に 4 ～ 5 台ほどもあり，前もって生徒に

は，「不具合が起きたときは，先生に報告したら

すぐに予備機と交換するように」と伝えてある。

また，同授業中に「書く活動」の時間をとること

は難しく，連続の授業でタブレット端末を使用す

ると生徒に学力定着への不安感を与えることがわ

かった。

アンケートを採ったことにより，実際に生徒の

満足度を数値化でき，見やすいものとなった。ま

た，生徒がいろいろな意見をもっていることがわ

かった。

(6)ALTとのコミュニケーションテストより

毎学期の期末テスト時には，ALT とコミュニ

ケーションテストを行っている。2 学期の内容は

公開授業での活動を縮小した会話を行った。テス

トの結果は非常によかった。

ALT は「いつもより表情や反応がよく，会話

のポイントもとても身についている。1 学期に会

話が苦手だった生徒も，堂々と話すことができて

いた。」と感想を語った。

研究のまとめ

＜成果＞

タブレット端末を英語授業で効果的に使用をす

ることで，特に「話す」活動における生徒の英語

学力を伸ばすことができた。また，生徒も楽しん

で授業に参加することができた。アンケートの結

果だけでなく，実際の生徒の姿から，主体的で対

話的な活動となることが実証された。

タブレット端末は英語授業の活動において大変

有効であることが分かり，この実践授業を行って

よかったと実感している。

＜課題＞

課題は，英語授業における活用やその頻度であ

る。文法などの基本指導事項をしっかりと説明し

た上での使用が望ましい。連続での使用を避け，4

技能を高める活動をバランスよく行わなければな

らない。会話中心の授業の連続では，「書く」力

を付けることは難しい。

＜今後について＞

今後も継続的にタブレット端末を使用すること

はもちろんのこと，さらに授業での活用度を広げ

ていきたいと考えている。タブレット端末には便

利な機能があり，それらと英語授業との活動を組

み合わせることで，一層学力を付けることが可能

となる。使用法を模索し続けていくことは，生徒

に学力をつけるための模索でもあると考える。最

後に，生徒アンケートの結果にもあるように，多

くの生徒が他教科での使用も望んでいる。すでに

タブレット端末の基本操作や使用のルールを身に

つけているので，多くの教員に授業における使用

を推奨するとともに，その使用方法でも助言した

いと考えている。


